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特別利益、繰延税金資産の計上および通期連結業績予想と実績値との差異ならびに 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 

当社は 2026 年２月期第４四半期連結会計期間において、下記の通り特別利益および繰延税金資産を計上し、

それに伴い2025年10月10日に公表しました2026年２月期（2025年３月１日～2026年２月28日）の連結業

績予想と実績値との間に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

また、2026 年４月 10 日開催の取締役会において、2026 年２月 28 日を基準日とする剰余金の配当を行うこ

とについて決議しましたのでお知らせいたします。 

 

                         記 

 

１． 特別利益（個別決算における関係会社貸倒引当金戻入益）の計上について 

子会社のリンガーハットジャパン株式会社の業績回復により、当社の 2026 年２月期の個別決算において、

関係会社貸倒引当金戻入益1,405百万円を特別利益として計上いたしました。 

なお、当社の個別財務諸表に計上される当該利益は、連結決算において相殺消去されるため、本日公表

の「2026年２月期決算短信［日本基準］（連結）」における連結業績に与える影響はございません。 

 

２． 繰延税金資産の計上について 

過年度において、当社グループではコロナ禍の影響により税務上の繰越欠損金が発生しておりましたが、

足元の業績回復及び今後の事業計画を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、税

務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産を計上することといたしました。これにより、2026 年２月期第４四

半期連結会計期間において、法人税等調整額（△は利益）を△597百万円計上することとなりました。 

 

３． 通期連結業績予想と実績値との差異について 

（１）2026年２月期 通期連結業績予想と実績値との差異（2025年３月１日～2026年２月28日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり   

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
      百万円

  45,749 

      百万円

   1,990 

百万円  

1,994 

百万円    

1,231 

      円 銭

   47.51 

今回実績（Ｂ） 45,084 1,418 1,598 1,727 66.67 

増減額（Ｂ－Ａ） △664 △571 △395 496 ― 

増減率（％） △1.5 △28.7 △19.8 40.4 ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績    

（ 2 0 2 5 年 ２ 月 期 ） 
43,794 1,694 1,582 968 37.38 



 
 

（２）差異の理由 

 売上高については、前期９月のメディア露出効果による客数増の影響を計画に織り込んでいましたが、第

３四半期以降、計画から下振れして推移しました。売上高の下振れに伴う売上総利益の減少に加え、資産除

去債務の見積り変更に伴う即時償却費として 98 百万円を減価償却費に計上したこともあり、営業利益、経

常利益ともに予想数値を下回りました。しかし、前述のとおり法人税等調整額を△597 百万円計上した結果、

親会社株主に帰属する当期純利益が前回業績予想を上回りました。 

 

４．剰余金の配当について 

（１）配当の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

（2025年10月10日公表） 

前期実績 

（2025年２月期） 

基 準 日 2026年２月28日 同左 2025年２月28日 

１株当たり配当金 ７円00銭 ７円00銭 ７円00銭 

配当金総額 182百万円 － 182百万円 

効力発生日 2026年５月28日 － 2025年５月29日 

配 当原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）理由 

 当社は、効率的な経営体制の整備と積極的な店舗展開により継続的かつ強固な収益基盤を確立することで、

株主の皆さまへ安定した利益還元を行うことと企業の成長を最優先として経営にあたっており、中間と期末

の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。 

 当期においては、前述のとおり法人税等調整額の計上により親会社株主に帰属する当期純利益が増加して

おりますが、これは繰延税金資産・負債の認識等によるものであり、恒常的な収益力を反映したものではな

いことから、当該影響額を除外した実質的な利益水準を基礎として配当金を検討いたしました。 

 この方針に基づき、期末配当につきましては、前回予想の通り１株当たり７円といたします。１株当たり

年間配当は、第２四半期末配当（中間配当）の６円と合わせ、13円となります。 

なお、本件につきましては、2026年５月27日開催予定の当社第62期定時株主総会の決議を経て、実施い

たします。 

 

 

以 上 


